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(57)【要約】
　（ａ）ポリアミド樹脂；（ｂ）１種または複数種の多価アルコール０．１～１０重量％
；（ｃ）第２級アリールアミン、ヒンダードアミン光安定剤、およびその混合物からなる
群から選択される補助安定剤０～３重量％；（ｄ）１種または複数種の補強剤０～１０重
量％未満；（ｅ）反応性官能基および／またはカルボン酸の金属塩を含むポリマー強化剤
０～５０重量％；を含む、ポリアミド組成物を含む成形または押出し成形熱可塑性物品で
あって、そのポリアミド組成物から作製され、試験期間約１０００時間の間、試験温度１
５０℃で暴露された４ｍｍ試験片が、前記試験温度で７２時間暴露された対照と比較して
、平均で８０％を超える破断ひずみ保持率を有する、成形または押出し成形熱可塑性物品
が開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）融点および／またはガラス転移を有するポリアミド樹脂；
　（ｂ）２個を超えるヒドロキシル基を有し、かつ２０００未満の数平均分子量（Ｍｎ）
を有する１種または複数種の多価アルコール０．１～１０重量％；
　（ｃ）前記融点が存在する場合には、前記ポリアミドの前記融点を３０℃超えて下回る
、または前記融点が存在しない場合には少なくとも２５０℃の、熱重量分析によって決定
される１０％減量温度を有する補助安定剤であって、第２級アリールアミン、ヒンダード
アミン光安定剤、およびその混合物からなる群から選択される補助安定剤０～３重量％；
　（ｄ）１種または複数種の補強剤０～１０重量％未満；
　（ｅ）反応性官能基および／またはカルボン酸の金属塩を含むポリマー強化剤０～５０
重量％；
を含む、ポリアミド組成物を含む成形または押出し成形熱可塑性物品であって、
　前記ポリアミド組成物から作製され、試験期間約１０００時間の間、大気中で試験温度
１５０℃で暴露され、ＩＳＯ５２７－２／１Ａに従って試験された４ｍｍ試験片が、前記
試験温度で７２時間暴露された対照と比較して、平均で８０％を超える破断ひずみ保持率
を有し；
但し、前記ポリアミド組成物が可塑剤を５重量％以下含有することを条件とし；
かつ独立して、さらに、前記ポリアミド樹脂が、炭素原子８～２０個を有する１種または
複数種の芳香族ジカルボン酸、炭素原子４～２０個を有する１種または複数種の脂肪族ジ
アミンからなる群から選択されるモノマーから誘導される９５モル％を超える半芳香族反
復単位を含む、少なくとも２６０℃の前記融点を有するただ１つのポリアミドから選択さ
れる場合に、前記脂肪族ジアミンが、２－メチル－１，５－ペンタンジアミンを５０モル
％未満含むことを条件とする、成形または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項２】
　請求項１に記載の成形または押出し成形熱可塑性物品であって、
前記ポリアミド組成物が、
　２１０℃未満の前記融点を有し、かつポリ（ペンタメチレンデカンジアミド）（ＰＡ５
１０）、ポリ（ペンタメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ５１２）、ポリ（ε－カプロラ
クタム／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ６／６６）、ポリ（ε－カプロラクタ
ム／ヘキサメチレンデカンジアミド）（ＰＡ６／６１０）、ポリ（ε－カプロラクタム／
ヘキサメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ６／６１２）、ポリ（ヘキサメチレントリデカ
ンジアミド）（ＰＡ６１３）、ポリ（ヘキサメチレンペンタデカンジアミド）（ＰＡ６１
５）、ポリ（ε－カプロラクタム／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／４Ｔ）
、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／６Ｔ）、ポ
リ（ε－カプロラクタム／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／１０Ｔ）、ポリ（
ε－カプロラクタム／ドデカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／１２Ｔ）、ポリ（ヘ
キサメチレンデカンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６１０／６Ｔ）
、ポリ（ヘキサメチレンドデカンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６
１２／６Ｔ）、ポリ（ヘキサメチレンテトラデカンジアミド／ヘキサメチレンテレフタル
アミド）（ＰＡ６１４／６Ｔ）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサメチレンイソフタル
アミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／６Ｉ／６Ｔ）、ポリ（ε－カプロ
ラクタム／ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンデカンジアミド）（ＰＡ６
／６６／６１０）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキ
サメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ６／６６／６１２）、ポリ（ε－カプロラクタム／
ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンデカンジアミド／ヘキサメチレンドデ
カンジアミド）（ＰＡ６／６６／６１０／６１２）、ポリ（２－メチルペンタメチレンヘ
キサンジアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンテレフタミド）（Ｐ
ＡＤ６／６６／／６Ｔ）、ポリ（２－メチルペンタメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメ
チレンヘキサンジアミド／）（ＰＡＤ６／６６）、ポリ（デカメチレンデカンジアミド）
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（ＰＡ１０１０）、ポリ（デカメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ１０１２）、ポリ（デ
カメチレンデカンジアミド／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１０１０／１０Ｔ）
ポリ（デカメチレンデカンジアミド／ドデカメチレンデカンジアミド／デカメチレンテレ
フタルアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド（ＰＡ１０１０／１２１０／１０Ｔ／１
２Ｔ）、ポリ（１１－アミノウンデカンアミド）（ＰＡ１１）、ポリ（１１－アミノウン
デカンアミド／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１／４Ｔ）、ポリ（１１－ア
ミノウンデカンアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１／６Ｔ）、ポリ（
１１－アミノウンデカンアミド／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１／１０Ｔ）
、ポリ（１１－アミノウンデカンアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１
／１２Ｔ）、ポリ（１２－アミノドデカンアミド）（ＰＡ１２）、ポリ（１２－アミノド
デカンアミド／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２／４Ｔ）、ポリ（１２－ア
ミノドデカンアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２／６Ｔ）、ポリ（１
２－アミノドデカンアミド／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２／１０Ｔ）ポリ
（ドデカメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ１２１２）、およびポリ（ドデカメチレンド
デカンジアミド／ドデカメチレンドデカンジアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド）
）（ＰＡ１２１２／１２Ｔ）の群から選択される脂肪族または半芳香族ポリアミドを含む
、（Ｉ）群ポリアミド；
　少なくとも２１０℃の前記融点を有し、かつポリ（テトラメチレンヘキサンジアミド）
（ＰＡ４６）、ポリ（ε－カプロラクタム）（ＰＡ６）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサン
ジアミド／（ε－カプロラクタム／）（ＰＡ６６／６）ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジ
アミド）（ＰＡ６６）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンデカン
ジアミド）（ＰＡ６６／６１０）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチ
レンドデカンジアミド）（ＰＡ６６／６１２）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド
／デカメチレンデカンジアミド）（ＰＡ６６／１０１０）、ポリ（ヘキサメチレンデカン
ジアミド）（ＰＡ６１０）、ポリ（ヘキサメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ６１２）、
ポリ（ヘキサメチレンテトラデカンジアミド）（ＰＡ６１４）、ポリ（ヘキサメチレンヘ
キサデカンジアミド）（ＰＡ６１６）、およびポリ（テトラメチレンヘキサンジアミド／
２－メチルペンタメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ４６／Ｄ６）からなる群から選択さ
れる脂肪族ポリアミドを含む、（ＩＩ）群ポリアミド；
　少なくとも２１０℃の前記融点を有し、かつ
　（ａａ）ｉ．炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２０
個を有する脂肪族ジアミン；
からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される半芳香族反
復単位約２０～約３５モル％；
　（ｂｂ）ｉｉ．炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～２
０個を有する前記脂肪族ジアミン；
　　ｉｉｉ．炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボン酸；
からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される脂肪族反復
単位約６５～約８０モル％；
を含む、（ＩＩＩ）群ポリアミド；
　（ｃｃ）（ｉ）炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２
０個を有する脂肪族ジアミン；
からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される半芳香族反
復単位約５０～約９５モル％；
　（ｄｄ）（ｉｉ）炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する前記脂肪族ジアミン；
　　（ｉｉｉ）炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボン酸；
からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される脂肪族反復
単位約５～約５０モル％；
を含む、（ＩＶ）群ポリアミド；
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　少なくとも２６０℃の前記融点を有し、かつ
　（ｅｅ）ｉ．炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２０
個を有する脂肪族ジアミン；
からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される９５モル％
を超える半芳香族反復単位；
　（ｆｆ）ｉｉ．炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～２
０個を有する前記脂肪族ジアミン；
　　ｉｉｉ．炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボン酸；
からなる群のうちの１種または複数種から選択されるモノマーから誘導される脂肪族反復
単位５モル％未満；
を含む、（Ｖ）群ポリアミド；
　融点を持たず、かつポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレンテレフタ
ルアミド）（６Ｉ／６Ｔ）およびポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレ
ンテレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（６Ｉ／６Ｔ／６６）からなる
群から選択される、（ＶＩ）群ポリアミド；
からなる群から独立して選択される１種または複数種のポリアミドを含む、成形または押
出し成形熱可塑性物品。
【請求項３】
　前記ポリアミド樹脂が、（Ｉ）群ポリアミドから選択される、請求項２に記載の成形ま
たは押出し成形熱可塑性物品。
【請求項４】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＩ）群ポリアミドから選択される、請求項２に記載の成形
または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項５】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＩＩ）群ポリアミドから選択される、請求項２に記載の成
形または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項６】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＶ）群ポリアミドから選択される、請求項２に記載の成形
または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項７】
　前記ポリアミド樹脂が、（Ｖ）群ポリアミドから選択される、請求項２に記載の成形ま
たは押出し成形熱可塑性物品。
【請求項８】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＶＩ）群ポリアミドから選択される、請求項２に記載の成形
または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項９】
　前記補助安定剤が、０．１～３重量％で存在する、請求項１に記載の成形または押出し
成形熱可塑性物品。
【請求項１０】
　前記ポリアミド樹脂が、
（Ｉ）群と（ＩＩ）群のポリアミド；
（Ｉ）群と（ＩＩＩ）群のポリアミド、
（Ｉ）群と（ＶＩ）群のポリアミド、
（ＩＩ）群と（ＩＩＩ）群のポリアミド、
（ＩＩ）群と（ＩＶ）群のポリアミド、
（ＩＩ）群と（Ｖ）群のポリアミド、
（ＩＩ）群と（ＶＩ）群のポリアミド、
（ＩＩＩ）群と（ＶＩ）群のポリアミド、および
（ＩＶ）群と（Ｖ）群のポリアミドからなる群から選択される２種類以上のポリアミドの
ブレンドを含む、請求項２に記載の成形または押出し成形熱可塑性物品。
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【請求項１１】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＩ）群と（Ｖ）群のポリアミドのブレンドを含む、請求項
１０に記載の成形または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項１２】
　前記ポリアミド樹脂が、（ＩＩ）群と（ＩＩＩ）群のポリアミドのブレンドを含む、請
求項１０に記載の成形または押出し成形熱可塑性物品。
【請求項１３】
　前記多価アルコールが、ペンタエリトリトール、ジペンタエリトリトール、トリペンタ
エリトリトール、ジ－トリメチロプロパン、Ｄ－マンニトール、Ｄ－ソルビトールおよび
キシリトールからなる群から選択される、請求項１に記載の成形または押出し成形熱可塑
性物品。
【請求項１４】
　前記ポリアミド組成物が、原子吸光分光法で決定された２５ｐｐｍ未満の銅を含む、請
求項１に記載の成形熱可塑性物品。
【請求項１５】
　液体および気体を輸送するパイプ、パイプ用の内張り、燃料ライン、空気遮断チューブ
、冷却剤パイプ、エアダクト、気送管、水圧ホース、ケーブルカバー、ケーブルタイ、コ
ネクター、キャニスター、およびプッシュプルケーブルからなる群から選択される、請求
項１に記載の成形または押出し成形熱可塑性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、向上した長期間の熱老化特性を有する成形および押出し成形熱可塑性物品の
分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリアミドをベースとする高温樹脂は、望ましい耐薬品性、加工性および耐熱性を有す
る。このため、高性能自動車および電機／電子用途を含む要求の厳しい用途に特によく適
している。自転車のボンネット下の領域では１５０℃を超える、２００℃さえ超える温度
に達することが多いため、自動車分野において耐熱性構造を有することが現在、かつ一般
的に望まれている。自動車ボンネット下用途および電気／電子用途などにおいて、プラス
チック部品が長期間かかる高温にさらされた場合、ポリマーの熱酸化が原因で機械的性質
が一般に低下する傾向がある。この現象は熱老化と呼ばれる。
【０００３】
　熱老化特性を向上させる試みでは、ポリアミド樹脂を含む熱可塑性組成物に熱安定剤（
酸化防止剤とも呼ばれる）を添加することが従来の慣例であった。かかる熱安定剤の例と
しては、ヒンダードフェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤およびリン系酸化防止
剤が挙げられる。ポリアミド組成物については、高温にさらした場合に組成物の機械的性
質を維持するために、３種類の熱安定剤が従来から使用されている。１つは、上述のよう
にリン系協力剤と任意に組み合わされたフェノール系酸化防止剤の使用、リン系協力剤と
任意に組み合わされた芳香族アミンの使用、３つ目は、銅塩および誘導体の使用である。
フェノール系酸化防止剤は、老化温度１２０℃まで、熱可塑性組成物の機械的／物理的性
質を向上させることが知られている。
【０００４】
　既存の技術では、長期耐熱老化性の向上が不十分となるだけでなく、その向上した熱老
化特性は、例えば自動車ボンネット下用途および電気／電子用途などにおいて高温にさら
されることを伴う、さらに要求の厳しい用途には不十分である。
【０００５】
　欧州特許第１０４１１０９号明細書に、優れた流動性および機械的強度を有し、射出溶
接技術において有用な、融点１５０～２８０℃を有する、ポリアミド樹脂、多価アルコー
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ルを含むポリアミド組成物が開示されている。
【０００６】
　他の問題は、一般に低レベルの補強剤を含む、または全く含まない、ポリアミド組成物
の熱老化性能である。非強化組成物は、いくらかの可撓性を必要とする用途で一般に使用
されることから、非強化熱可塑性材料の重要な特質は、熱老化された場合の破断ひずみの
保持である。
【０００７】
　残念なことに、既存の技術では、低レベルの補強剤を含む、または全く含まない可撓性
ポリアミド組成物をベースとする成形物品は、長期の高温暴露でその機械的性質の許容で
きない劣化を受けるか、あるいは高コストの熱安定剤を使用するため、非常に高価となる
。
【０００８】
　物品を製造するのに適しており、かつ長期の高温暴露に対して優れた機械的性質を示す
、低コストのポリアミド組成物が依然として必要とされている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（ａ）融点および／またはガラス転移を有するポリアミド樹脂；
　（ｂ）２個を超えるヒドロキシル基を有し、かつ２０００未満の数平均分子量（Ｍｎ）
を有する１種または複数種の多価アルコール０．１～１０重量％；
　（ｃ）前記融点が存在する場合には、前記ポリアミドの前記融点を３０℃超えて下回る
、または前記融点が存在しない場合には少なくとも２５０℃の、熱重量分析（ＴＧＡ）に
よって決定される１０％減量温度を有する補助安定剤であって、第２級アリールアミン、
ヒンダードアミン光安定剤、およびその混合物から選択される、補助安定剤０～３重量％
；
　（ｄ）１種または複数種の補強剤０～１０重量％未満；
　（ｅ）反応性官能基および／またはカルボン酸の金属塩を含むポリマー強化剤０～５０
重量％；
を含む、ポリアミド組成物を含む成形または押出し成形熱可塑性物品であって、
　前記ポリアミド組成物から作製され、試験期間約１０００時間の間、大気中で試験温度
１５０℃で暴露され、ＩＳＯ５２７－２／１Ａに従って試験された４ｍｍ試験片が、前記
試験温度で７２時間暴露された対照と比較して、平均で８０％を超える破断ひずみの保持
率を有し；但し、ポリアミド組成物が可塑剤を５重量％以下含有することを条件とし；か
つ独立して、さらに、前記ポリアミド樹脂が、炭素原子８～２０個を有する１種または複
数種の芳香族ジカルボン酸、炭素原子４～２０個を有する１種または複数種の脂肪族ジア
ミンからなる群から選択されるモノマーから誘導される９５モル％を超える半芳香族反復
単位を含む、少なくとも２６０℃の前記融点を有するただ１つのポリアミドから選択され
る場合に、前記脂肪族ジアミンが、２－メチル－１，５－ペンタンジアミンを５０モル％
未満含むことを条件とする、成形または押出し成形熱可塑性物品が開示される。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　説明のために、別段の指定がない限り、「高温」とは、１５０℃の温度を意味する。
【００１１】
　本発明において、別段の指定がない限り、「長期」とは、１０００時間（ｈ）以上の老
化期間を意味する。
【００１２】
　ポリアミド組成物、またはそれから製造された成形または押出し成形物品は、試験期間
１０００時間の間、大気中で試験温度１５０℃にてオーブン内で老化され、ＩＳＯ５２７
－２／１Ａに従って試験した場合に、本明細書に開示される４ｍｍ試験片が、前記試験温
度で７２時間暴露された対照と比較して、平均で８０％を超える破断ひずみ保持率を有す



(7) JP 2011-529987 A 2011.12.15

10

20

30

40

50

る場合に、「高い熱安定性」を有すると考えられる。本明細書における対照は、２ｍｍ試
験片と組成および形状が同じである。
【００１３】
　「（メタ）アクリレート」という用語は、アクリレートエステルおよびメタクリレート
エステルを包含することを意味する。
【００１４】
　本発明で使用されるポリアミド樹脂は、融点および／またはガラス転移を有する。本明
細書において、融点およびガラス転移は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）を用いて走査速度
１０℃／分にて最初の加熱走査において決定され、融点は、吸熱ピークの最大で得られ、
ガラス転移は、明らかな場合にはエンタルピーにおける変化の中点と見なされる。
【００１５】
　ポリアミドは、１種または複数種のジカルボン酸および１種または複数種のジアミン、
および／または１種または複数種のアミノカルボン酸の縮合生成物、かつ／または１種ま
たは複数種の環状ラクタムの開環重合生成物である。適切な環状ラクタムはカプロラクタ
ムおよびラウロラクタムである。ポリアミドは完全に脂肪族または半芳香族であり得る。
【００１６】
　本発明の樹脂組成物において使用される完全に脂肪族のポリアミドは、脂肪族および脂
環式モノマー、例えばジアミン、ジカルボン酸、ラクタム、アミノカルボン酸、およびそ
の反応性等価物から形成される。適切なアミノカルボン酸は１１－アミノドデカン酸であ
る。適切なラクタムはカプロラクタムおよびラウロラクタムである。本発明の文脈におい
て、「完全に脂肪族のポリアミド」という表現は、２種類以上のかかるモノマーから誘導
されるコポリマー、および２種類以上の完全に脂肪族ポリアミドのブレンドも意味する。
直鎖状、分岐状、および環状モノマーが使用される。
【００１７】
　完全に脂肪族のポリアミドに含まれるカルボン酸モノマーとしては、限定されないが、
例えばアジピン酸（Ｃ６）、ピメリン酸（Ｃ７）、スベリン酸（Ｃ８）、アゼライン酸（
Ｃ９）、デカン二酸（Ｃ１０）、ドデカン二酸（Ｃ１２）、トリデカン二酸（Ｃ１３）、
テトラデカン二酸（Ｃ１４）、およびペンタデカン二酸（Ｃ１５）などの脂肪族カルボン
酸が挙げられる。ジアミンは、限定されないが、テトラメチレンジアミン、ヘキサメチレ
ンジアミン、オクタメチレンジアミン、デカメチレンジアミン、ドデカメチレンジアミン
、２－メチルペンタメチレンジアミン、２－エチルテトラメチレンジアミン、２－メチル
オクタメチレンジアミン；トリメチルヘキサメチレンジアミン、メタ－キシレンジアミン
、および／またはその混合物などの、炭素原子４個以上を有するジアミンの中から選択す
ることができる。
【００１８】
　半芳香族ポリアミドは、芳香族基を含有するモノマーから形成される、ホモポリマー、
コポリマー、ターポリマーまたは四元以上のポリマーである。１種または複数種の芳香族
カルボン酸は、テレフタレート、またはテレフタレートとイソフタル酸、フタル酸、２－
メチルテレフタル酸およびナフタル酸などの１種または複数種の他のカルボン酸との混合
物であることができる。さらに、その１種または複数種の芳香族カルボン酸を、上述のよ
うに１種または複数種の脂肪族ジカルボン酸と混合することができる。その代わりとして
、ｍ－キシレンジアミン（ＭＸＤ）などの芳香族ジアミンを用いて、半芳香族ポリアミド
を提供することができ、その例は、ＭＸＤ６、ＭＸＤおよびアジピン酸を含むホモポリマ
ーである。
【００１９】
　本明細書に開示される好ましいポリアミドはホモポリマーまたはコポリマーであり、そ
のコポリマーという用語は、２種類以上のアミドおよび／またはジアミド分子反復単位を
有するポリアミドを意味する。ホモポリマーとコポリマーは、それらそれぞれの反復単位
によって識別される。本明細書に開示されるコポリマーについては、反復単位は、コポリ
マー中に存在する反復単位（モル％）の多い順に列挙されている。以下のリストには、ホ
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モポリマーおよびコポリマーポリアミド（ＰＡ）におけるモノマーおよび反復単位を識別
するために使用される略語を示す：
【００２０】
【表１】

【００２１】
　当技術分野において、単独で使用された場合に「６」という用語は、ε－カプロラクタ
ムから形成されるポリマー反復単位を意味する。その代わりに、Ｔ、例えば６Ｔなどの二
酸と組み合わせて使用される場合の「６」は、ＨＭＤを意味する。ジアミンおよび二酸を
含む反復単位において、ジアミンは最初に示される。さらに、「６」がジアミンと組み合
わせて使用される場合、例えば６６は、最初の「６」はジアミンＨＭＤを意味し、２番目
の「６」はアジピン酸を意味する。同様に、他のアミノ酸またはラクタムから誘導される
反復単位は、炭素原子の数を表す１つの数字として示される。
【００２２】
　一実施形態において、ポリアミド組成物は、
　前記融点２１０℃未満を有し、ポリ（ペンタメチレンデカンジアミド）（ＰＡ５１０）
、ポリ（ペンタメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ５１２）、ポリ（ε－カプロラクタム
／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ６／６６）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘ
キサメチレンデカンジアミド）（ＰＡ６／６１０）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサ
メチレンドデカンジアミド）（ＰＡ６／６１２）、ポリ（ヘキサメチレントリデカンジア
ミド）（ＰＡ６１３）、ポリ（ヘキサメチレンペンタデカンジアミド）（ＰＡ６１５）、
ポリ（ε－カプロラクタム／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／４Ｔ）、ポリ
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（ε－カプロラクタム／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／６Ｔ）、ポリ（ε
－カプロラクタム／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／１０Ｔ）、ポリ（ε－カ
プロラクタム／ドデカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／１２Ｔ）、ポリ（ヘキサメ
チレンデカンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６１０／６Ｔ）、ポリ
（ヘキサメチレンドデカンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６１２／
６Ｔ）、ポリ（ヘキサメチレンテトラデカンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド
）（ＰＡ６１４／６Ｔ）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサメチレンイソフタルアミド
／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６／６Ｉ／６Ｔ）、ポリ（ε－カプロラクタ
ム／ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンデカンジアミド）（ＰＡ６／６６
／６１０）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチ
レンドデカンジアミド）（ＰＡ６／６６／６１２）、ポリ（ε－カプロラクタム／ヘキサ
メチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンデカンジアミド／ヘキサメチレンドデカンジ
アミド）（ＰＡ６／６６／６１０／６１２）、ポリ（２－メチルペンタメチレンヘキサン
ジアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ
　Ｄ６／６６／／６Ｔ）、ポリ（２－メチルペンタメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメ
チレンヘキサンジアミド／）（ＰＡ　Ｄ６／６６）、ポリ（デカメチレンデカンジアミド
）（ＰＡ１０１０）、ポリ（デカメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ１０１２）、ポリ（
デカメチレンデカンジアミド／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１０１０／１０Ｔ
）ポリ（デカメチレンデカンジアミド／ドデカメチレンデカンジアミド／デカメチレンテ
レフタルアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド（ＰＡ１０１０／１２１０／１０Ｔ／
１２Ｔ）、ポリ（１１－アミノウンデカンアミド）（ＰＡ１１）、ポリ（１１－アミノウ
ンデカンアミド／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１／４Ｔ）、ポリ（１１－
アミノウンデカンアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１／６Ｔ）、ポリ
（１１－アミノウンデカンアミド／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１１／１０Ｔ
）、ポリ（１１－アミノウンデカンアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１
１／１２Ｔ）、ポリ（１２－アミノドデカンアミド）（ＰＡ１２）、ポリ（１２－アミノ
ドデカンアミド／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２／４Ｔ）、ポリ（１２－
アミノドデカンアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２／６Ｔ）、ポリ（
１２－アミノドデカンアミド／デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２／１０Ｔ）ポ
リ（ドデカメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ１２１２）、およびポリ（ドデカメチレン
ドデカンジアミド／ドデカメチレンドデカンジアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド
））（ＰＡ１２１２／１２Ｔ）の群から選択される脂肪族または半芳香族ポリアミドを含
む、（Ｉ）群ポリアミド；
　少なくとも２１０℃の前記融点を有し、かつポリ（テトラメチレンヘキサンジアミド）
（ＰＡ４６）、ポリ（ε－カプロラクタム）（ＰＡ６）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサン
ジアミド／（ε－カプロラクタム／）（ＰＡ６６／６）ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジ
アミド）（ＰＡ６６）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンデカン
ジアミド）（ＰＡ６６／６１０）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチ
レンドデカンジアミド）（ＰＡ６６／６１２）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド
／デカメチレンデカンジアミド）（ＰＡ６６／１０１０）、ポリ（ヘキサメチレンデカン
ジアミド）（ＰＡ６１０）、ポリ（ヘキサメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ６１２）、
ポリ（ヘキサメチレンテトラデカンジアミド）（ＰＡ６１４）、ポリ（ヘキサメチレンヘ
キサデカンジアミド）（ＰＡ６１６）、およびポリ（テトラメチレンヘキサンジアミド／
２－メチルペンタメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ４６／Ｄ６）からなる群から選択さ
れる脂肪族ポリアミドを含む、（ＩＩ）群ポリアミド；
　少なくとも２１０℃の前記融点を有し、かつ
　（ａａ）（ｉ）炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２
０個を有する脂肪族ジアミン；
からなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される半芳香族反復
単位約２０～約３５モル％；
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　（ｂｂ）（ｉｉ）炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する前記脂肪族ジアミン；
　　（ｉｉｉ）炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボン酸；
からなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される脂肪族反復単
位約６５～約８０モル％；
を含む、（ＩＩＩ）群ポリアミド；
　（ｃｃ）（ｉ）炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２
０個を有する脂肪族ジアミン；
からなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される半芳香族反復
単位約５０～約９５モル％；
　（ｄｄ）（ｉｉ）炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する前記脂肪族ジアミン；
　　（ｉｉｉ）炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボン酸；
からなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される脂肪族反復単
位約５～約５０モル％；
を含む、（ＩＶ）群ポリアミド；
　少なくとも２６０℃の前記融点を有し、かつ
　（ｅｅ）（ｉ）炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２
０個を有する脂肪族ジアミン；
からなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される、９５モル％
を超える半芳香族反復単位；
　（ｆｆ）（ｉｉ）炭素原子６～２０個を有する脂肪族ジカルボン酸および炭素原子４～
２０個を有する前記脂肪族ジアミン；
　　（ｉｉｉ）炭素原子４～２０個を有するラクタムおよび／またはアミノカルボン酸；
からなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される脂肪族反復単
位５モル％未満；
を含む、（Ｖ）群ポリアミド；
　融点を持たず、かつポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレンテレフタ
ルアミド）（６Ｉ／６Ｔ）およびポリ（ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレ
ンテレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（６Ｉ／６Ｔ／６６）からなる
群から選択される、（ＶＩ）群ポリアミド；
からなる群から選択される１種または複数種のポリアミドを含む。
【００２３】
　群（Ｉ）ポリアミドは、その融点が２１０℃未満である程度まで半芳香族反復単位を有
し、一般に、その群の半芳香族ポリアミドは半芳香族反復単位を４０モル％未満有する。
半芳香族反復単位は、炭素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４
～２０個を有する脂肪族ジアミンからなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノ
マーから誘導される単位として定義される。
【００２４】
　一実施形態は、前記ポリアミド樹脂が（Ｉ）群ポリアミドから選択され、かつ前記試験
温度が、少なくとも１０００時間の試験期間、少なくとも１５０℃であり、かつ前記ひず
み保持率が８０％を超える、成形または押出し成形熱可塑性物品である。
【００２５】
　一実施形態は、前記ポリアミド樹脂が（ＩＩ）群ポリアミドから選択され、かつ前記試
験温度が、少なくとも１０００時間の試験期間、少なくとも１５０℃であり、かつ前記ひ
ずみ保持率が８０％を超える、成形または押出し成形熱可塑性物品である。
【００２６】
　他の実施形態は、前記ポリアミド樹脂が、ポリ（テトラメチレンヘキサンジアミド／テ
トラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ４６／４Ｔ）、ポリ（テトラメチレンヘキサンジ
アミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ４６／６Ｔ）、ポリ（テトラメチレン
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ヘキサンジアミド／２－メチルペンタメチレンヘキサンジアミド／デカメチレンテレフタ
ルアミド）ＰＡ４６／Ｄ６／１０Ｔ）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド／ヘキサ
メチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６６／６Ｔ）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミ
ド／ヘキサメチレンイソフタルアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミドＰＡ６６／６Ｉ
／６Ｔ、およびポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド／２－メチルペンタメチレンヘキ
サンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド（ＰＡ６６／Ｄ６／６Ｔ）からなる群か
ら選択される（ＩＩＩ）群ポリアミドから選択され、最も好ましい（ＩＩＩ）群ポリアミ
ドはＰＡ６６／６Ｔである成形または押出し成形熱可塑性物品である。
【００２７】
　他の実施形態は、前記ポリアミド樹脂が、ポリ（テトラメチレンテレフタルアミド／ヘ
キサメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ４Ｔ／６６）、ポリ（テトラメチレンテレフタル
アミド／ε－カプロラクタム）（ＰＡ４Ｔ／６）、ポリ（テトラメチレンテレフタルアミ
ド／ヘキサメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ４Ｔ／６１２）、ポリ（テトラメチレンテ
レフタルアミド／２－メチルペンタメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンヘキサン
ジアミド）（ＰＡ４Ｔ／Ｄ６／６６）、ポリ（ヘキサメチレンテレフタルアミド／２－メ
チルペンタメチレンテレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ６Ｔ／
ＤＴ／６６）、ポリ（ヘキサメチレンテレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミ
ド）ＰＡ６Ｔ／６６、ポリ（ヘキサメチレンテレフタルアミド／ヘキサメチレンデカンジ
アミド）（ＰＡ６Ｔ／６１０）、ポリ（ヘキサメチレンテレフタルアミド／ヘキサメチレ
ンテトラデカンジアミド）（ＰＡ６Ｔ／６１４）、ポリ（ノナメチレンテレフタルアミド
／ノナメチレンデカンジアミド）（ＰＡ９Ｔ／９１０）、ポリ（ノナメチレンテレフタル
アミド／ノナメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ９Ｔ／９１２）、ポリ（ノナメチレンテ
レフタルアミド／１１－アミノウンデカンアミド）（ＰＡ９Ｔ／１１）、ポリ（ノナメチ
レンテレフタルアミド／１２－アミノドデカンアミド）（ＰＡ９Ｔ／１２）、ポリ（デカ
メチレンテレフタルアミド／１１－アミノウンデカンアミド）（ＰＡ１０Ｔ／１１）、ポ
リ（デカメチレンテレフタルアミド／１２－アミノドデカンアミド）（ＰＡ１０Ｔ／１２
）ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／デカメチレンデカンジアミド）（ＰＡ１０Ｔ／
１０１０）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／デカメチレンドデカンジアミド）（
ＰＡ１０Ｔ／１０１２）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／テトラメチレンヘキサ
ンジアミド）（ＰＡ１０Ｔ／４６）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／ε－カプロ
ラクタム）（ＰＡ１０Ｔ／６）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／ヘキサメチレン
ヘキサンジアミド）（ＰＡ１０Ｔ／６６）、ポリ（ドデカメチレンテレフタルアミド／ド
デカメチレンドデカンジアミド）（ＰＡ１２Ｔ／１２１２）、ポリ（ドデカメチレンテレ
フタルアミド／ε－カプロラクタム）（ＰＡ１２Ｔ／６）、およびポリ（ドデカメチレン
テレフタルアミド／ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ１２Ｔ／６６）からなる群
から選択される（ＩＶ）群ポリアミドから選択され；最も好ましい（ＩＶ）群ポリアミド
がＰＡ６Ｔ／６６である、成形または押出し成形熱可塑性物品である。
【００２８】
　他の実施形態は、前記ポリアミド樹脂が、ポリ（テトラメチレンテレフタルアミド／２
－メチルペンタメチレンテレフタルアミド）ＰＡ４Ｔ／ＤＴ、ポリ（テトラメチレンテレ
フタルアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド）ＰＡ４Ｔ／６Ｔ、ポリ（テトラメチレ
ンテレフタルアミド／デカメチレンテレフタルアミド）ＰＡ４Ｔ／１０Ｔ、ポリ（テトラ
メチレンテレフタルアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド）ＰＡ４Ｔ／１２Ｔ、ポリ
（テトラメチレンテレフタルアミド／２－メチルペンタメチレンテレフタルアミド／ヘキ
サメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ４Ｔ／ＤＴ／６Ｔ）、ポリ（テトラメチレンテレフ
タルアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド／２－メチルペンタメチレンテレフタルア
ミド）（ＰＡ４Ｔ／６Ｔ／ＤＴ）、ポリ（ヘキサメチレンテレフタルアミド／２－メチル
ペンタメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６Ｔ／ＤＴ）、ポリ（ヘキサメチレンヘキサン
ジアミド／ヘキサメチレンイソフタルアミド）（ＰＡ６Ｔ／６Ｉ）、ポリ（ヘキサメチレ
ンテレフタルアミド／デカメチレンテレフタルアミド）ＰＡ６Ｔ／１０Ｔ、ポリ（ヘキサ
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メチレンテレフタルアミド／ドデカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６Ｔ／１２Ｔ）、
ポリ（ヘキサメチレンテレフタルアミド／２－メチルペンタメチレンテレフタルアミド／
ポリ（デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ６Ｔ／ＤＴ／１０Ｔ）、ポリ（ヘキサメチ
レンテレフタルアミド／デカメチレンテレフタルアミド／ドデカメチレンテレフタルアミ
ド）（ＰＡ６Ｔ／１０Ｔ／１２Ｔ）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１０
Ｔ）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ
１０Ｔ／４Ｔ）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／２－メチルペンタメチレンテレ
フタルアミド）（ＰＡ１０Ｔ／ＤＴ）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミド／ドデカメ
チレンテレフタルアミド）（ＰＡ１０Ｔ／１２Ｔ）、ポリ（デカメチレンテレフタルアミ
ド／２－メチルペンタメチレンテレフタルアミド／（デカメチレンテレフタルアミド）（
ＰＡ１０Ｔ／ＤＴ／１２Ｔ）、ポリ（ドデカメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２Ｔ）
、ポリ（ドデカメチレンテレフタルアミド）／テトラメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ
１２Ｔ／４Ｔ）、ポリ（ドデカメチレンテレフタルアミド）／ヘキサメチレンテレフタル
アミド）ＰＡ１２Ｔ／６Ｔ、ポリ（ドデカメチレンテレフタルアミド）／デカメチレンテ
レフタルアミド）（ＰＡ１２Ｔ／１０Ｔ）、およびポリ（ドデカメチレンテレフタルアミ
ド）／２－メチルペンタメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ１２Ｔ／ＤＴ）からなる群か
ら選択される（Ｖ）群ポリアミドから選択される成形または押出し成形熱可塑性物品であ
るが；但し、前記（Ｖ）群ポリアミドが、少なくとも２６０℃の前記融点を有し、かつ炭
素原子８～２０個を有する芳香族ジカルボン酸および炭素原子４～２０個を有する脂肪族
ジアミンからなる群のうちの１つまたは複数から選択されるモノマーから誘導される、９
５モル％を超える半芳香族反復単位を含む、ただ１つのポリアミドから選択される場合に
、前記脂肪族ジアミンが２－メチル－１，５－ペンタンジアミンを５０モル％未満含むこ
とを条件とする
【００２９】
　様々な実施形態において、ポリアミドはそれぞれ、（ＩＩＩ）群ポリアミド、（ＩＶ）
群ポリアミド、（Ｖ）群ポリアミドまたは（ＶＩ）群ポリアミドである。
【００３０】
　そのポリアミドは、２種類以上のポリアミドのブレンドであってもよい。好ましいブレ
ンドとしては、（Ｉ）群と（ＩＩ）群ポリアミド；（Ｉ）群と（ＩＩＩ）群ポリアミド、
（Ｉ）群と（ＶＩ）群ポリアミド、（ＩＩ）群と（ＩＩＩ）群ポリアミド、（ＩＩ）群と
（ＩＶ）群ポリアミド、（ＩＩ）群と（Ｖ）群ポリアミド、（ＩＩ）群と（ＶＩ）群ポリ
アミド、（ＩＩＩ）群と（ＶＩ）群ポリアミド、および（ＩＶ）群と（Ｖ）群ポリアミド
からなる群から選択されるブレンドが挙げられる。
【００３１】
　好ましいブレンドとしては、（ＩＩ）と（Ｖ）群ポリアミドが挙げられ、具体的な好ま
しいブレンドとしては、ポリ（ヘキサメチレンヘキサンジアミド）（ＰＡ６６）とポリ（
ヘキサメチレンテレフタルアミド／２－メチルペンタメチレンテレフタルアミド）（ＰＡ
６Ｔ／ＤＴ）が挙げられる。
【００３２】
　他の好ましいブレンドとしては、（ＩＩ）群と（ＩＩＩ）群ポリアミドが挙げられ、具
体的な好ましいブレンドとしては、ポリ（ε－カプロラクタム）（ＰＡ６）とポリ（ヘキ
サメチレンヘキサンジアミド／ヘキサメチレンテレフタルアミド（ＰＡ６６／６Ｔ）が挙
げられる。
【００３３】
　成形または押出し成形熱可塑性物品は、２個を超えるヒドロキシル基を有し、かつゲル
浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）でポリマー材料について決定される２０００未満の数
平均分子量（Ｍｎ）を有する、１種または複数種の多価アルコール０．１～１０重量％を
含む。
【００３４】
　多価アルコールは、２個を超えるヒドロキシル基を含有する脂肪族ヒドロキシル化合物
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、２個を超えるヒドロキシル基を含有する脂肪族－脂環式化合物、２個を超えるヒドロキ
シル基を含有する脂環式化合物、芳香族およびサッカリドから選択される。
【００３５】
　多価アルコールにおける脂肪族鎖は、炭素原子のみならず、例えば窒素、酸素および硫
黄原子から選択される１種または複数種のへテロ原子も含み得る。多価アルコールに存在
する脂環式環は、単環式であるか、または二環式もしくは多環式環構造の一部であること
ができ、炭素環式または複素環式であってもよい。多価アルコールに存在する複素環式環
は、単環式であるか、または二環式もしくは多環式環構造の一部であることができ、例え
ば窒素、酸素および硫黄原子から選択される１種または複数種のヘテロ原子を含み得る。
１種または複数種の多価アルコールは、エーテル、カルボン酸、カルボン酸アミドまたは
カルボン酸エステル基などの１種または複数種の置換基を含有し得る。
【００３６】
　２個を超えるヒドロキシル基を含有する多価アルコールの例としては、限定されないが
、トリオール、例えばグリセロール、トリメチロールプロパン、２，３－ジ－（２’－ヒ
ドロキシエチル）－シクロヘキサン－１－オール、ヘキサン－１，２，６－トリオール、
１，１，１－トリス－（ヒドロキシメチル）エタン、３－（２’－ヒドロキシエトキシ）
－プロパン－１，２－ジオール、３－（２’－ヒドロキシプロポキシ）－プロパン－１，
２－ジオール、２－（２’－ヒドロキシエトキシ）－ヘキサン－１，２－ジオール、６－
（２’－ヒドロキシプロポキシ）－ヘキサン－１，２－ジオール、１，１，１－トリス－
［（２’－ヒドロキシエトキシ）－メチル］－エタン、１，１，１－トリス－［（２’－
ヒドロキシプロポキシ）－メチル］－プロパン、１，１，１－トリス－（４’－ヒドロキ
シフェニル）－エタン、１，１，１－トリス－（ヒドロキシフェニル）－プロパン、１，
１，３－トリス－（ジヒドロキシ－３－メチルフェニル）－プロパン、１，１，４－トリ
ス－（ジヒドロキシフェニル）－ブタン、１，１，５－トリス－（ヒドロキシフェニル）
－３－メチルペンタン、ジ－トリメチロールプロパン、トリメチロールプロパンエトキシ
レート、またはトリメチロールプロパンプロポキシレート；ポリオール、例えばペンタエ
リトリトール、ジペンタエリトリトール、およびトリペンタエリトリトール；サッカリド
、例えばシクロデキストリン、Ｄ－マンノース、グルコース、ガラクトース、スクロース
、フルクトース、キシロース、アラビノース、Ｄ－マンニトール、Ｄ－ソルビトール、Ｄ
－またはＬ－アラビトール、キシリトール、イジトール、タリトール、アリトール、アル
トリトール、ギルトール（ｇｕｉｌｉｔｏｌ）、エリトリトール、トレイトール、および
Ｄ－グロン－ｙ－ラクトン等が挙げられる。
【００３７】
　好ましい多価アルコールとしては、少なくとも１個の原子によって互いに分かれている
、それぞれの炭素原子に結合している一対のヒドロキシル基を有するアルコールが挙げら
れる。特に好ましい多価アルコールは、一対のヒドロキシル基が、１つの炭素原子によっ
て互いに分かれている、それぞれの炭素原子に結合している、アルコールである。
【００３８】
　好ましくは、熱可塑性組成物で使用される多価アルコールは、ペンタエリトリトール、
ジペンタエリトリトール、トリペンタエリトリトール、ジ－トリメチロールプロパン、Ｄ
－マンニトール、Ｄ－ソルビトールおよびキシリトールである。さらに好ましくは、使用
される多価アルコールは、ジペンタエリトリトールおよび／またはトリペンタエリトリト
ールである。最も好ましい多価アルコールはジペンタエリトリトールである。
【００３９】
　様々な実施形態において、熱可塑性組成物における前記多価アルコールの含有率は、前
記熱可塑性組成物の全重量に対して、０．１～１０重量％未満、好ましくは０．２５～８
重量％、さらに好ましくは０．２５～５重量％、最も好ましくは１～４重量％である。
【００４０】
　成形または押出し成形熱可塑性物品は、１種または複数種の補強剤を１０重量％未満、
好ましくは５重量％以下を含有する。好ましい実施形態において、成形または押出し成形
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熱可塑性物品は、補強剤を含まない。補強剤が存在する場合には、いずれかの充填剤であ
ってもよいが、好ましくは炭酸カルシウム、円形および非円形断面を有するガラス繊維、
ガラスフレーク、ガラスビーズ、炭素繊維、タルク、マイカ、珪灰石、か焼クレー、カオ
リン、珪藻土、硫酸マグネシウム、ケイ酸マグネシウム、硫酸バリウム、二酸化チタン、
炭酸ナトリウムアルミニウム、バリウムフェライト、チタン酸カリウムおよびその混合物
からなる群から選択される。
【００４１】
　成形または押出し成形熱可塑性物品はさらに、反応性官能基および／またはカルボン酸
の金属塩を含むポリマー強化剤０～５０重量％を含み得る。一実施形態において、成形ま
たは押出し成形熱可塑性物品は、エチレン、グリシジル（メタ）アクリレート、任意に１
種または複数種の（メタ）アクリレートエステルのコポリマー；不飽和カルボン酸無水物
でグラフト化されたエチレン／α－オレフィンまたはエチレン／α－オレフィン／ジエン
コポリマー；エチレン、２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレート、任意に１種また
は複数種の（メタ）アクリレートエステルのコポリマー；相当するイオノマーを形成する
ためにＺｎ、Ｌｉ、ＭｇまたはＭｎ化合物と反応させたエチレンとアクリル酸のコポリマ
ー；からなる群から選択されるポリマー強化剤２～２０重量％を含む。
【００４２】
　成形または押出し成形熱可塑性物品は、物品の長期熱安定性に影響を及ぼすことにおい
て、多価アルコールと組み合わせて有用である補助安定剤を０～３重量％含む。好ましい
補助安定剤は、前記融点が存在する場合には、前記ポリアミドの前記融点を３０℃超えて
下回る、または前記融点が存在しない場合には少なくとも２５０℃の、ＴＧＡによって決
定される１０％減量温度を有し；前記補助安定剤は、第２級アリールアミン、ヒンダード
アミン光安定剤、およびその混合物から選択される。
【００４３】
　本発明の目的のために、ＴＧＡの減量は、加熱速度１０℃／ｍ分を用いて空気パージス
トリーム中で、適切な流量０．８ｍＬ／秒にてＡＳＴＭ　Ｄ３８５０－９４に従って決定
される。その補助安定剤は好ましくは、少なくとも２７０℃、さらに好ましくは２９０℃
、３２０℃、および３４０℃、最も好ましくは少なくとも３５０℃の、ＴＧＡにより決定
される１０％減量温度を有する。１種または複数種の補助安定剤は好ましくは、ポリアミ
ド組成物の全重量に対して、０．１～３重量％または約０．１～３重量％、さらに好まし
くは０．１または約０．１～１または約１重量％、さらに好ましくは０．１または約０．
１～０．７または約０．７重量％で存在する。
【００４４】
　本発明において有用な第２級アリールアミンは、低揮発性を有する高分子量有機化合物
である。好ましくは、その高分子量有機化合物は、少なくとも２９０℃、好ましくは少な
くとも３００℃、３２０℃、３４０℃、最も好ましくは少なくとも３５０℃のＴＧＡによ
り決定される１０％減量温度と共に、少なくとも２６０ｇ／モル、好ましくは少なくとも
３５０ｇ／モルの分子量を有することをさらに特徴とする第２級アリールアミンからなる
群から選択される。
【００４５】
　第２級アリールアミンとは、窒素原子に化学結合した炭素ラジカル２個を含有するアミ
ン化合物であって、少なくとも１つ、好ましくは両方の炭素ラジカルが芳香族である、ア
ミン化合物を意味する。好ましくは、例えば、フェニル、ナフチルまたはヘテロ芳香族基
などの芳香族置換基の少なくとも１つは、好ましくは炭素原子１～約２０個を含有する少
なくとも１つの置換基で置換されている。
【００４６】
　適切な第２級アリールアミンの例としては、Ｕｎｉｒｏｙａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙ，Ｍｉｄｄｌｅｂｕｒｙ，Ｃｏｎｎ．からＮａｕｇａｒｄ４４５として市販
されている４，４’ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミン；Ｕｎｉｒｏｙａ
ｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＡｍｉｎｏｘとして市販されているジフェニ
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ルアミンとアセトンの反応の第２級アリールアミン縮合生成物；Ｕｎｉｒｏｙａｌ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＮａｕｇａｒｄ　ＳＡとして市販されているパラ－（
パラトルエンスルホニルアミド）ジフェニルアミンが挙げられる。他の適切な第２級アリ
ールアミンとしては、ＩＣＩ　Ｒｕｂｂｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｃａｌｃｕｔｔａ，
Ｉｎｄｉａから入手可能なＮ，Ｎ’－ジ－（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミンが
挙げられる。他の適切な第２級アリールアミンとしては、４，４’－ビス（α，α’－ｔ
－オクチル）ジフェニルアミン、４，４’－ビス（α－メチルベンズヒドリル）ジフェニ
ルアミン、および欧州特許第０５０９２８２Ｂ１号明細書からの他のアミンなどが挙げら
れる。
【００４７】
　成形または押出し成形熱可塑性物品は、１種または複数種の第２級アリールアミンから
選択される少なくとも１種類の補助安定剤を有し得る。好ましくは、その１種または複数
種の第２級アリールアミンは、ポリアミド組成物の全重量に対して約０．２５～１．０重
量％、さらに好ましくは０．２５～約０．９重量％で存在する。
【００４８】
　ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）は、１種または複数種のヒンダードアミン型光
安定剤（ＨＡＬＳ）である。ＨＡＬＳは、以下の一般式の化合物およびその組み合わせで
ある：
【００４９】
【化１】

【００５０】
　これらの式中、Ｒ１～Ｒ５は、独立した置換基である。適切な置換基の例は、水素、エ
ーテル基、エステル基、アミン基、アミド基、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基
、アラルキル基、シクロアルキル基およびアリール基であり、次にその置換基は官能基を
含有し得る；官能基の例は、アルコール、ケトン、無水物、イミン、シロキサン、エーテ
ル、カルボキシル基、アルデヒド、エステル、アミド、イミド、アミン、ニトリル、エー
テル、ウレタンおよびそのいずれかの組み合わせである。ヒンダードアミン光安定剤は、
ポリマーまたはオリゴマーの一部も形成し得る。
【００５１】
　好ましくは、ＨＡＬＳは、置換ピペリジン化合物から誘導される化合物、特にアルキル
置換ピペリジル、ピペリジニルまたはピペラジノン化合物、および置換アルコキシピペリ
ジニル化合物から誘導される化合物である。かかる化合物の例は：２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリドン；２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノール；ビス
－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－（３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－
４’－ヒドロキシベンジル）ブチルマロネート；ジ－（２，２，６，６－テトラメチル－
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４－ピペリジル）セバケート（Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）７７０，ＭＷ４８１）；Ｎ－
（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノールとコハ
ク酸のオリゴマー（Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）６２２）；シアヌル酸とＮ，Ｎ－ジ（２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサメチレンジアミンのオリゴマー
；ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）スクシネート；ビス－（
１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）セバケート（
Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）１２３）；ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４
－ピペリジニル）セバケート（Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）７６５）；Ｔｉｎｕｖｉｎ（
登録商標）１４４；Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）ＸＴ８５０；テトラキス－（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレー
ト；Ｎ，Ｎ’－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ヘキサン－
１，６－ジアミン（Ｃｈｉｍａｓｏｒｂ（登録商標）Ｔ５）；Ｎ－ブチル－２，２，６，
６－テトラメチル－４－ピペリジンアミン；２，２’－［（２，２，６，６－テトラメチ
ル－ピペリジニル）－イミノ］－ビス－［エタノール］；ポリ（（６－モルホリン－Ｓ－
トリアジン－２，４－ジイル）（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－
イミノヘキサメチレン－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－イミノ
）（Ｃｙａｓｏｒｂ（登録商標）ＵＶ３３４６）；５－（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジニル）－２－シクロ－ウンデシル－オキサゾール）（Ｈｏｓｔａｖｉｎ（
登録商標）Ｎ２０）；１，１’－（１，２－エタン－ジ－イル）－ビス－（３，３’，５
，５’－テトラメチル－ピペラジノン）；８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９
－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ（４，５）デカン－２，４－ジオン；ポリ
メチルプロピル－３－オキシ－［４（２，２，６，６－テトラメチル）－ピペリジニル］
シロキサン（Ｕｖａｓｉｌ（登録商標）２９９）；１，２，３，４－ブタン－テトラカル
ボン酸－１，２，３－トリス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）
－４－トリデシルエステル；α－メチルスチレン－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジニル）マレイミドとＮ－ステアリルマレイミドのコポリマー；１，２，３
，４－ブタンテトラカルボン酸、β，β，β’，β’－テトラメチル－２，４，８，１０
－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカン－３，９－ジエタノール、１，２，２，６，
６－ペンタメチル－４－ピペリジニルエステルとのポリマー（Ｍａｒｋ（登録商標）ＬＡ
６３）；２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカン－３，９－ジエタ
ノール、１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸、２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジニルエステルとのβ，β，β’，β’－テトラメチル－ポリマー（Ｍａｒｋ（
登録商標）ＬＡ６８）；Ｄ－グルシトール、１，３：２，４－ビス－Ｏ－（２，２，６，
６－テトラメチル－４－ピペリジニルイデン）－（ＨＡＬＳ７）；７－オキサ－３，２０
－ジアザジスピロ［５．１．１１．２］－ヘンエイコサン－２１－オン－２，２，４，４
－テトラメチル－２０－（オキシラニルメチル）のオリゴマー（Ｈｏｓｔａｖｉｎ登録商
標）Ｎ３０）；プロパン二酸、［（４－メトキシフェニル）メチレン］－，ビス（１，２
，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）エステル（Ｓａｎｄｕｖｏｒ（登録商
標）ＰＲ３１）；ホルムアミド、Ｎ，Ｎ’－１，６－ヘキサンジイルビス［Ｎ－（２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）４０５０Ｈ）；
１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ，Ｎ’’’－［１，２－エタンジ
イルビス［［［４，６－ビス［ブチル（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリ
ジニル）アミノ］－１，３，５－トリアジン－２－イル］イミノ］－３，１－プロパンジ
イル］］－ビス［Ｎ’，Ｎ’’－ジブチル－Ｎ’，Ｎ’’－ビス（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジニル）（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）１１９　ＭＷ２
２８６）；ポリ［［６－［（１，１，３，３３－テトラメチルブチル）アミノ］－１，３
，５－トリアジン－２，４－ジイル］［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
ニル）－イミノ］－１，６－ヘキサンジイル［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジニル）イミノ］］（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）９４４　ＭＷ２０００～３
０００）；１，５－ジオキサスピロ（５，５）ウンデカン３，３－ジカルボン酸、ビス（
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２，２，６，６－テトラメチル－４－ペリジニル）エステル（Ｃｙａｓｏｒｂ（登録商標
）ＵＶ－５００）；１，５－ジオキサスピロ（５，５）ウンデカン３，３－ジカルボン酸
、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ペリジニル）エステル（Ｃｙａｓｏｒ
ｂ（登録商標）ＵＶ－５１６）；Ｎ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル
－Ｎ－アミノ－オキサミド；４－アクリロイルオキシ－１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジン；１，５，８，１２－テトラキス［２’，４’－ビス（１’’，２’
’，２’’，６’’，６’’－ペンタメチル－４’’－ピペリジニル（ブチル）アミノ）
－１’，３’，５’－トリアジン－６’－イル］－１，５，８，１２－テトラアザドデカ
ン；ＨＡＬＳ　ＰＢ－４１（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｈｕｎｉｎｇｕｅ　Ｓ．　Ａ．）；Ｎｙ
ｌｏｓｔａｂ（登録商標）Ｓ－ＥＥＤ（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｈｕｎｉｎｇｕｅ　Ｓ．Ａ．
）；３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ピロリジ
ン－２，５－ジオン；Ｕｖａｓｏｒｂ（登録商標）ＨＡ８８；１，１’－（１，２－エタ
ン－ジ－イル）－ビス－（３，３’，５，５’－テトラ－メチル－ピペラジノン）（Ｇｏ
ｏｄ－ｒｉｔｅ（登録商標）３０３４）；１，１’１’’－（１，３，５－トリアジン－
２，４，６－トリイルトリス（（シクロヘキシルイミノ）－２，１－エタンジイル）トリ
ス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）（Ｇｏｏｄ－ｒｉｔｅ（登録商標）３
１５０）および；１，１’，１’’－（１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリイル
トリス（（シクロヘキシルイミノ）－２，１－エタンジイル）トリス（３，３，４，５，
５－テトラメチルピペラジノン）（Ｇｏｏｄ－ｒｉｔｅ（登録商標）３１５９）；である
。Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）およびＣｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）材料は、Ｃｉｂ
ａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手可能であり；Ｃｙａｓｏｒｂ（登
録商標）材料は、Ｃｙｔｅｃ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｃｏｒｐ．から入手可能であり；
Ｕｖａｓｉｌ（登録商標）材料は、Ｇｒｅａｔ　Ｌａｋｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒ
ｐ．から入手可能であり；Ｓａｄｕｖｏｒ（登録商標）、Ｈｏｓｔａｖｉｎ（登録商標）
、およびＮｙｌｏｓｔａｂ（登録商標）材料は、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．から入手
可能であり；Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）材料は、ＢＡＳＥから入手可能であり；Ｕｖａｓ
ｏｒｂ（登録商標）材料は、Ｐａｒｔｅｃｉｐａｚｉｏｎｉ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｉか
ら入手可能であり；Ｇｏｏｄ－ｒｉｔｅ（登録商標）材料は、Ｂ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ
　Ｃｏ．から入手可能である。Ｍａｒｋ（登録商標）材料は、Ａｓａｈｉ　Ｄｅｎｋａ　
Ｃｏ．から入手可能である。
【００５２】
　好ましいＨＡＬＳとしては、約１０００を超える、好ましくは約２０００を超える分子
量を有する、高分子量オリゴマーまたはポリマーＨＡＬＳが挙げられる。
【００５３】
　他の具体的なＨＡＬＳは、ジ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セ
バケート（Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）７７０，ＭＷ４８１）Ｎｙｌｏｓｔａｂ（登録商
標）Ｓ－ＥＥＤ（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｈｕｎｉｎｇｕｅ　Ｓ．Ａ．）；１，３，５－トリ
アジン－２，４，６－トリアミン、Ｎ，Ｎ’’’－［１，２－エタンジイルビス［［［４
，６－ビス［ブチル（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）アミノ］
－１，３，５－トリアジン－２－イル］イミノ］－３，１－プロパンジイル］］－ビス［
Ｎ’，Ｎ’’－ジブチル－Ｎ’，Ｎ’’－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４
－ピペリジニル）（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）１１９　ＭＷ２２８６）；および
ポリ［［６－［（１，１，３，３３－テトラメチルブチル）アミノ］－１，３，５－トリ
アジン－２，４－ジイル］［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－イ
ミノ］－１，６－ヘキサンジイル［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル
）イミノ］］（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）９４４　ＭＷ２０００～３０００）か
らなる群から選択される。
【００５４】
　成形または押出し成形熱可塑性物品は、１種または複数種のＨＡＬＳから選択される少
なくとも１種類の補助安定剤を有し得る。好ましくは、その１種または複数種のＨＡＬＳ
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は、ポリアミド組成物の全重量に対して約０．２５～１．０重量％、さらに好ましくは０
．２５～約０．９重量％で存在する。
【００５５】
　第２級アリールアミンとＨＡＬＳとの混合物を使用することができる。好ましい実施形
態は、上記で開示されるように、少なくとも１つが第２級アリールアミンから選択され、
少なくとも１つがＨＡＬＳの群から選択される、少なくとも２種類の補助安定剤を含み、
補助安定剤混合物の全重量％は、少なくとも０．５重量％、好ましくは少なくとも０．９
重量％である。
【００５６】
　本発明において、ポリアミド組成物は、他の熱安定剤または酸化防止剤、帯電防止剤、
発泡剤、潤滑剤、可塑剤、および着色剤および顔料など当技術分野で一般に使用されてい
る他の添加剤も含み得る。
【００５７】
　他の熱安定剤としては、銅安定剤、ヒンダードフェノール、およびその混合物が挙げら
れる。
【００５８】
　本発明の成形または押出し成形熱可塑性物品の著しい利点は、従来の銅熱安定剤を使用
することなく、本明細書に記載のＡＯＡ条件下に測定される場合、高い熱安定性が提供さ
れることである。銅熱安定剤は、高温で長期間にわたって腐食剤として作用する傾向があ
り；環境によっては、実際に半芳香族ポリマーの劣化を引き起こす。したがって、他の実
施形態は、前記ポリアミド組成物が、原子吸光分光法で決定される２５ｐｐｍ未満の銅を
含む、成形または押出し成形熱可塑性物品である。
【００５９】
　ポリアミド組成物は、可塑剤を含み得る。可塑剤は好ましくは、ポリアミドと混和性で
ある。適切な可塑剤の例としては、スルホンアミド、好ましくは芳香族スルホンアミド、
例えばベンゼンスルホンアミドおよびトルエンスルホンアミドが挙げられる。適切なスル
ホンアミドの例としては、Ｎ－アルキルベンゼンスルホンアミドおよびトルエンスルホン
アミド、例えばＮ－ブチルベンゼンスルホンアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）ベ
ンゼンスルホンアミド、Ｎ－エチル－ｏ－トルエンスルホンアミド、Ｎ－エチル－ｐ－ト
ルエンスルホンアミド、ｏ－トルエンスルホンアミド、ｐ－トルエンスルホンアミド等が
挙げられる。Ｎ－ブチルベンゼンスルホンアミド、Ｎ－エチル－ｏ－トルエンスルホンア
ミド、およびＮ－エチル－ｐ－トルエンスルホンアミドが好ましい。
【００６０】
　可塑剤は、ポリマーを可塑剤、任意に他の成分と溶融ブレンドすることによって、また
は重合中に、組成物に組み込まれる。可塑剤が重合中に組み込まれる場合、ポリアミドモ
ノマーは、重合サイクルの開始前に１種または複数種の可塑剤とブレンドされ、そのブレ
ンドは重合反応器に導入される。代替方法としては、重合サイクル中に可塑剤を反応器に
添加することができる。
【００６１】
　可塑剤がポリアミド組成物中に存在する場合、ポリアミド組成物は、可塑剤５重量％以
下を含有する。
【００６２】
　本明細書において、熱可塑性組成物は、すべてのポリマー成分が適切に混合され、すべ
ての非ポリマー成分がポリマーマトリックス中に適切に分散されている、溶融ブレンドに
よる混合物である。本発明のポリマー成分および非ポリマー成分の混合に、あらゆる溶融
ブレンド法を用いることができる。例えば、ポリマー成分および非ポリマー成分は、一軸
スクリュー押出機もしくは二軸スクリュー押出機、撹拌機、一軸スクリューまたは二軸ス
クリューニーダー、またはバンバリーミキサーなどの溶融混合機に供給され、添加工程は
、１度にすべての成分の添加または処理単位での逐次的な添加であることができる。ポリ
マー成分および非ポリマー成分が処理単位で逐次添加される場合、ポリマー成分および／
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または非ポリマー成分の一部を最初に添加し、次いで、適切な混合組成物が得られるまで
、続いて添加される残りのポリマー成分および非ポリマー成分と溶融混合される。強化用
充填剤が長い物理的形状を示す（例えば、長いガラス繊維である）場合、延伸押出し成形
を用いて、強化組成物を調製することができる。
【００６３】
　上記で開示される２個以上のヒドロキシル基を有する多価アルコールを有する熱可塑性
組成物は、それから製造された成形または押出し成形物品の高温での長期熱安定性を高め
るのに有用である。物品の長期熱安定性は、様々な試験温度で様々な試験期間、厚さ４ｍ
ｍの試験試料をエアオーブン老化（ＡＯＡ）することによって評価することができる。本
明細書に開示される組成物の試験温度は、１５０℃であり、試験期間約１０００時間であ
る。「１５０℃で」という表現は、実際の温度が公称試験温度から＋／－２℃異なり得る
ということを理解した上で、試験片が暴露される環境の公称温度を意味する。
【００６４】
　エアオーブン老化後の試験試料は、ＩＳＯ５２７－２／１Ａ試験法に従って引張り強さ
および破断ひずみに関して試験され；前記試験温度で７２時間老化された対照と比較され
る。その試験温度で７２時間対照を老化することによって、成形試験片において結晶化が
起こり、平衡に達し、このようにしてＡＯＡ性能のより確かな測定が可能となる。対照と
の比較によって、破断ひずみの保持率が得られ、このようにして、長期高温老化性能に関
して様々な組成物を評価することができる。
【００６５】
　様々な実施形態において、本明細書で開示されるポリアミド組成物の４ｍｍ成形試験片
は、前記試験温度で７２時間暴露された対照との比較に基づいて、１５０℃で１０００時
間のＡＯＡ後に少なくとも８０％、好ましくは少なくとも９０％の破断ひずみ保持率を有
する。
【００６６】
　他の実施形態において、本明細書で開示されるポリアミド組成物の４ｍｍ成形試験片は
、前記試験温度で７２時間暴露された対照との比較に基づいて、１５０℃で２０００時間
のＡＯＡ後に少なくとも５０％、好ましくは少なくとも７５％の破断ひずみ保持率を有す
る。
【００６７】
　他の態様において、本発明は、高温用途での上記に開示される熱可塑性組成物の使用に
関する。
【００６８】
　他の態様において、本発明は、本発明の熱可塑性組成物を造形することによって、物品
を製造する方法に関する。物品の例は、フィルム、ラミネート、自動車部品、エンジン部
品または電気／電子部品である。「造形」とは、例えば、押出し成形、射出成形、熱成形
、圧縮成形または吹込み成形などのあらゆる造形技術を意味する。好ましくは、物品は射
出成形または吹込み成形によって造形される。
【００６９】
　本明細書で開示される成形または押出し成形熱可塑性物品は、以下の基準：塩化亜鉛お
よび塩化カルシウムなどの極性化学物質に対する高い耐薬品性、耐衝撃性基準；耐熱性；
油および燃料環境に対する耐性；冷却剤などの化学剤に対する耐性；燃料およびガス、例
えば二酸化炭素に対する低い透過性；のうちの１つまたは複数を満たす自動車および他の
構成要素における用途を有する。具体的な押出し成形または成形熱可塑性物品は、液体お
よび気体を輸送するパイプ、パイプ用の内張り、燃料ライン、空気遮断チューブ、冷却剤
パイプ、エアダクト、気送管、水圧ホース、ケーブルカバー、ケーブルタイ、コネクター
、キャニスター、およびプッシュプルケーブルからなる群から選択される。
【００７０】
　本発明はさらに、以下の実施例によって説明される。以下の実施例は、説明のためにの
み記載されており、本発明をそれに制限するために使用されるものではないことを理解さ
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れたい。
【実施例】
【００７１】
方法
配合方法
　スクリュー回転数約１８０ｒｐｍ、押出量１００ｋｇ／時を用いて、ＰＡ１０１０組成
物については約２３０℃、ＰＡ６１２組成物については２５０℃で操作して、Ｂｕｓｓ　
５５ｍｍ押出機において、表に示す成分を溶融ブレンドすることによって、実施例１～３
および比較例Ｃ－１～Ｃ－３を調製した。表に示す成分量は、熱可塑性組成物の全重量に
対する重量％で表される。
【００７２】
　配合混合物をレースまたはストランド状で押出し、水浴で冷却し、顆粒に細断し、水分
の吸収を防ぐために、密閉されたアルミニウム裏張りバッグに入れた。冷却および切断条
件は、材料の水分レベルが０．１５重量％未満に確実に維持されるように調節した。
【００７３】
物理的性質の測定
　機械的引張り特性、すなわち弾性率、破断応力（引張り強さ）および破断ひずみ（破断
点伸び）をＩＳＯ５２７－２／１Ａに従って測定した。射出成形ＩＳＯ引張り試験片で測
定を行った。金型温度は７０℃であり、溶融温度は、ＰＡ１０１０については２３０℃、
ＰＡ６１２組成物については２５０℃であった。
【００７４】
　試験速度５０ｍｍ／分（引張り強さおよび伸び）にてＩＳＯ５２７／１Ａに従って、試
験片の厚さは４ｍｍであり、幅は１０ｍｍであった。引張弾性率は５０ｍｍ／分で測定し
た。
【００７５】
エアオーブン老化（ＡＯＡ）
　ＩＳＯ２５７８に詳述される手順に従って、再循環エアオーブン（Ｈｅｒａｅｕｓ型Ｕ
Ｔ６０６０）において試験片を熱老化した。様々な試験時間で、試験片をオーブンから取
り出し、室温に冷却し、試験の準備ができるまで、アルミニウム裏張りバッグ内に密閉し
た。次いで、Ｚｗｉｃｋ引張り装置を使用してＩＳＯ５２７に従って、機械的引張り特性
を測定した。５つの試験片から得られた平均値を表に示す。
【００７６】
　破断ひずみの保持率は、１００％とみなされる７２時間熱老化した後の試験片の値と比
較して、１００８時間および２３２８時時間の熱老化での破断ひずみのパーセンテージに
相当する。
【００７７】
材料
　ＰＡ６１２は、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能な、融点約２１８℃を有するＺｙｔｅｌ
（登録商標）１５８ＮＣ０１０樹脂である。
【００７８】
　ＰＡ１０１０は、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＨｅｒｏｘ（登録商標）ポリアミド
樹脂である。
【００７９】
　Ｓｕｒｌｙｎ（登録商標）９３２０コポリマーは、Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅ
ｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌａｗａｒｅ，ＵＳ
Ａから入手可能な、亜鉛中和されたエチレン／メタクリル酸コポリマーを意味する。
【００８０】
　Ｅｌｖａｌｏｙ　ＥＰ４９３４－４は、Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ
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　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌａｗａｒｅ，ＵＳＡから入手
可能な、エチレン／グリシジルメタクリレートコポリマーを意味する。
【００８１】
　Ｃｏｌｌｏｉｄｓ　ＰＥ４８／９３は、Ｃｏｌｌｏｉｄｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄから入手可
能な、ポリエチレン中に分散されたカーボンブラックを意味する。
【００８２】
　ＤＰＥは、Ｄｉ－Ｐｅｎｔａ９３としてＰｅｒｓｔｏｒｐ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｙ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓ　ＡＢ，Ｐｅｒｓｔｏｒｐ，Ｓｗｅｄｅｎから市販されているジペンタ
エリトリトールを意味する。
【００８３】
　銅熱安定剤は、ステアレートワックスバインダー０．５部中のヨウ化カリウム７部とヨ
ウ化銅１部との混合物を意味する。
【００８４】
　Ｉｒｇａｆｏｓ（登録商標）１６８安定剤は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｙ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄから入手可能な熱安定剤である。
【００８５】
　Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０９８安定剤は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｙ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄから入手可能である。
【００８６】
　Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）９４４は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓから供給される（ポリ［［６－［（１，１，３，３－テトラメチルブチル）
アミノ］－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル］［（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジニル）－イミノ］－１，６－ヘキサンジイル［（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジニル）イミノ］］）を意味する。
【００８７】
　Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）２３４は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓから入手可能なＨＡＬＳを意味する。
【００８８】
実施例１－２および比較例Ｃ－１およびＣ－２
　ＤＰＥを含有する実施例１および２の非強化ＰＡ１０１０組成物およびＤＰＥを含有し
ない比較例Ｃ－１およびＣ－２を表１に示す。１５０℃で７２時間、１００８時間および
２３２８時間のＡＯＡ後の引張り特性および破断ひずみ保持率％を表１に示す。実施例は
、７２時間ＡＯＡの対照と比較して、１５０℃で１００８時間ＡＯＡ後に８０％を超える
破断ひずみ保持率を示した。これらの結果は、ＤＰＥを含まない比較例よりも著しく良い
。
【００８９】
実施例３および比較例Ｃ－３
　ＤＰＥを含有する実施例３の非強化ＰＡ６１２組成物およびＤＰＥを含有しない比較例
Ｃ－３を表１に示す。１５０℃で７２時間、１００８時間および２３２８時間のＡＯＡ後
の引張り特性および破断ひずみ保持率％を表１に示す。実施例は、７２時間ＡＯＡの対照
と比較して、１５０℃で１００８時間ＡＯＡ後に８０％を超える破断ひずみ保持率を示し
た。これらの結果は、ＤＰＥを含まない比較例よりも著しく良い。
【００９０】
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